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連結業績予想及び配当予想（設立80周年記念配当含む）の公表に関するお知らせ 

 

2026年５月14日に公表いたしました「2026年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」におい

て、未定としておりました2027年３月期の連結業績予想及び配当予想につきまして、下記のとお

りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想 
（１）2027 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想（2026 年４月１日～2026 年９月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今回発表予想（Ｂ） 17,800 1,900 2,100 1,200 180.84 

増減額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増減率   （％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2026 年３月期第２四半期） 
15,565 1,398 1,510 973 146.74 

 

（２）2027 年３月期通期連結業績予想（2026 年４月１日～2027 年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今回発表予想（Ｂ） 34,200 2,600 3,000 1,700 256.18 

増減額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増減率   （％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2026 年３月期） 
31,307 2,567 2,959 1,973 297.49 



（３）連結業績予想の理由 

2027 年３月期の業績予想につきましては、中東情勢が原材料の価格及び調達等に与える影響を

合理的に算定することが困難であることから未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報

や予測等に基づき連結業績予想を算定いたしましたので公表いたします。 

また、当社は 2026 年 7 月 30 日開催の取締役会において、別途公表いたしました「食品事業か

らの撤退と GCI グループ中期経営方針 2030 の見直しに関するお知らせ」のとおり、食品事業から

撤退することを決議いたしました。本連結業績予想は、当該内容も加味した予想数値となってお

ります。 
 
売上高につきましては、中東情勢の先行き不透明な状況は依然として続いているものの、原材

料調達の代替ルートの確保等により稼働維持の目途が立ち、原材料価格の高騰に関しても価格転
嫁等が進んでおります。また、生成 AI 用途等のメモリ需要好調を背景に電子材料向け樹脂も堅調
に推移しており、足元の実績を反映した結果、売上高は前期を上回る見込みとなりました。 

利益面につきましては、電子材料向け樹脂の販売数量の増加により増益の見込みとなりました

が、食品事業撤退に伴う一時的な費用（384 百万円）を特別損失に計上することにより、通期の親

会社株主に帰属する当期純利益は前期を下回る見込みとなっております。 

当社は、「GCI グループ中期経営方針 2030」において事業ポートフォリオの変革と資本効率の向

上を掲げております。今後は、当社の主力である化学品事業等の成長領域へ経営資源を集中させ、

グループ全体の収益性と企業価値の向上に努めてまいります。 

 

２．配当予想 

（１）2027 年３月期配当予想 

 １株当たり配当金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前回発表予想 
円 銭 

― 

円 銭 

― 

円 銭 

― 

今回発表予想 

65.00 

（普通配当 55.00） 

（記念配当 10.00） 

55.00 120.00 

（普通配当 110.00） 

（記念配当  10.00） 

当期実績    

前期実績 

（2026 年３月期） 
50.00 50.00 100.00 

 

（２）配当予想の理由 

当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策のひとつとして位置づけて

おります。資本コストを意識し、財務体質の強化と事業の継続的な成長を図り、業績に裏付けさ

れた成果の配分を株主の皆様に行うことを基本方針とし、１株当たりの配当の向上に努め、配当

性向 40％を目安として安定的な配当に努めております。 

2027 年３月期の配当予想につきましては、連結業績予想と同様に未定としておりましたが、当

社グループの配当方針及び連結業績予想に基づき、普通配当を 10円増配させていただく予定とい

たしました。また、当社は 2026 年１月 23 日に設立 80周年を迎えることができました。これもひ

とえに株主の皆様をはじめ、関係各位のご支援、ご協力の賜物と心より感謝申し上げます。つき

ましては、株主の皆様に感謝の意を表し、10円の記念配当も実施させていただく予定といたしま

した。 

これにより、2027 年３月期の配当は、55 円の普通配当に 10 円の記念配当を加えた１株当たり

65 円の中間配当と、１株当たり 55円の期末配当（普通配当）を合わせ、１株当たり 120 円の年間

配当予想とさせていただきます。 

 



（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。 

実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


